
2018年度 第5回 研究倫理委員会 議事録 

 

（文中敬称略） 

日時：8月1日（水）午後5時45分～午後7時20分 

出席者：岸 貴介、渡邊和子、越智 亮、西村知晃、室 敬之、能島頼子（外部委員）、安倍基幸（オブザ

ーバー） 

欠席者：小島廣光（出張・委任有）、室町律雄（外部委員・別業務・委任有・審査意見有） 

 

審議事項 

１）研究倫理審査3件： 

①森重 康明（新規：院生） 

「脳血管障害患者の日常生活活動能力における姿勢保持に関する研究」 

   ＜審議結果＞ 一部修正の上承認 

②内川 智貴（新規：院生） 

  「等尺性収縮を併用した静的ストレッチングが骨格筋の力学的特性や神経生理学的特性に与

える影響」 

   ＜審議結果＞ 再提出を求める 

③尾関 直洋（新規：院生） 

  「地域在住高齢者の運動教室参加による動脈硬化指標の変化」 

＜審議結果＞ 一部修正の上承認 

２）学外所属の研究分担者の倫理講習について 

   ⇒主たる所属機関に倫理講習制度が無い研究分担者の場合について検討した。近年、研究に対す

る倫理講習制度が多岐に渡っており、簡便なものも見受けられるため、それらを利用する事

も含め、その方法については継続審議とする。 

３）研究対象者選定の根拠（研究対象者の年齢や人数の根拠）の記載について 

   ⇒選定根拠を求める研究、必要とする研究を明確にし、必要なケースに対しては記載してもらう

よう、フォーマットに手を加える。 

 

報告事項 

１）新規の許可証発行5件：飯塚照史（新規2件）、古川公宣（迅速・新規）、太田  進（迅速・新規）、

大浦智子（迅速・新規） 

２）研究倫理審査一覧の掲載：大学ウェブサイトに3月30日承認分までが掲載済 

３）議事録の掲載：大学および厚生労働省関係のウェブサイトに2017年度第10回までが掲載済 

４）APRINのeラーニング修了証の新規発行：5件（倫理2018039までを発行済） 

＜8月1日現在の修了データ＞ 

全体  ：45% （39名／86名） 

経営学部  ：16% （5名／32名） 

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学部 ：72% （18名／25名） 

大学院生  ：56% （10名／18名） 

研究員  ：60% （3名／5名） 

その他  ：50% （3名／6名） 

※学部会議・拡大教授会での報告の際に、eラーニングの実施を働き掛ける。 

５）リハビリテーション学部卒業研究倫理審査：新規承認は無し 

 

次回開催予定：9月5日（水）午後5時45分 （審査申請締切：8月29日（水）午後5時） 


